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総 会 次 第 
 

１．開会のことば 

２．議長選出 

３．議事録署名人任命 5 

４．資格審査報告 

５．報告事項 

Ⅰ．２０１９年度活動経過報告 

Ⅱ．  、、  活動決算報告 

Ⅲ．監査報告 10 

６．議案 

Ⅰ．２０２０年度活動方針（案） 

Ⅱ．  、、  活動計画書（案） 

７．議長降壇 

８．閉会のことば 15 

 

お楽しみ会（１１：００～） 
 

総  会 日  時 場  所 

設立総会 平成15年7月12日（土）13:00 子どもの森事務所 

第２回通常総会 平成16年4月15日（木）10:30 子どもの森事務所 

臨時総会（第３回） 平成16年11月19日（金）19:30 クリエイティブセンター門川 

第４回通常総会 平成17年5月8日（日）10:00 門川町商工ｺﾐﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ APIO 

第５回通常総会 平成18年4月22日（土）18:00 門川町中央公民館 

第６回通常総会 平成19年5月20日（日）16:00 ガーデンベルズ延岡エメラルドの間 

第７回通常総会 平成20年5月17日（土）10:00 （仮称）森の学舎（旧西門川小学校松瀬分校） 

第８回通常総会 平成21年4月25日（土）10:00 森の学舎 

第９回通常総会 平成22年4月25日（日）10:00 森の学舎 

臨時総会（第10回） 平成22年10月13日（水）19:30 クリエイティブセンター門川 

第１１回通常総会 平成23年4月24日（日）9：30 森の学舎 

第１２回通常総会 平成24年4月22日（日）9：30 森の学舎 

第１３回通常総会 平成25年5月6日（月）9：30 森の学舎 

第１４回通常総会 平成26年4月27日（日）9：30 森の学舎 

第１５回通常総会 平成27年4月29日（水/祝）9：30 森の学舎 

第１６回通常総会 2016年4月29日（金/祝）9：30 森の学舎 

第１７回通常総会 2017年4月29日（土/祝）9：30 森の学舎 

第１８回通常総会 2018年4月22日（日）9：30 森の学舎 

第１９回通常総会 2019年4月21日（日）9：30 森の学舎 
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報告事項Ⅰ．２０１９年度活動経過報告 

 

１．事業の成果 

 

① 環境プログラム（川をたのしく親しもう、昆虫カメラマンに挑戦、森のエコクッキングとドングリ育5 

て、イオン・チアーズクラブの活動支援）を開催することで、里山等の自然体験交流と自然環境を理解

してもらうための啓発活動ができた。 

② 県北地域の親子が、５か月間を通した体験型環境学習（ｅｃｏスクール・パン作り編）で、パンがで

きるまでの過程を通して自然環境を理解してもらう啓発活動ができた。 

③ 環境文庫（森の学舎）にて、森の学舎の土日活用と環境問題全般を学習できる場を提供することがで10 

きた。 

④ 放置されている里山を整備して体験型環境学習の広場作り（次年度以降も継続）の実施にて、森林

環境の保全活動ができた。 

⑤ Ｗｅｂページとfacebookにより、活動の情報発信と環境問題の啓発活動ができた。 

 15 

２．事業内容（特定非営利活動に係る事業） 

 

（１）農林漁業などの産業体験や里山等の自然体験交流事業 

①ｅｃｏスクール・パン作り編（第９期） 

・実 施 日：5月25日、6月8日、8月24日、9月7日 計４日間 20 

      （計画外）11月16日 

・実施場所：森の学舎、ｅｃｏスクール麦畑 

・参 加 者：３１名（１５家族）（内小学校３年生～６年生は１７人） 

・スタッフ：延べ７人 

・後  援：宮崎県、宮崎県教育委員会、延岡市教育委員会、日向市教育委員会、門川町教育委員会 25 

・助 成 等：子どもゆめ基金 

・取  材：ケーブルメディアワイワイ（５月２５日） 

・内  容：地域の小学生とその保護者に対して、パン作り体験から自然の大切さを理解し、将来の自

然環境の守り手に育ってもらうために、５か月＋計画外１か月の期間を通して、同じ参加者

によるスクール形式で下記のことを実施した。 30 

1) ネイチャーゲーム 

2) 麦刈り・脱穀 

3) ダンボールコンポストによる麦畑の堆肥づくり 

4) ビオトープの観察 

5) 海水を使っての塩づくりとニガリ採取 35 

6) 石臼による小麦挽き 

7) パンづくり（バター作り含む） 

8) 感想文 

109) 計画外：麦畑づくり、麦種播き 

 40 

スタッフが準備活動として、各回に実施する内容の準備や後片付け等を下記の通り行った。 

6月 2日：脱穀した麦受け（ダンボール）箱作り 

7月13日,15日：石臼目立て、石臼専用の粉受（木材）作り 

8月 3日：海水汲み 

8月17日：環境学習（ソーラークッキング）準備※ｅｃｏスクールでは天候が悪かったので、中止とした。 45 

 

② 椎茸ホダ木の管理（ほだ場作業） 

前年（２０１８）度の四季をまるごと体験ｅｃｏスクールでコマ打ち（植菌）して仮伏せしたホダ木

を、森の学舎のほだ場に本伏せにした。椎茸の収穫は次年（２０２０年）度の秋からとなる。 
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（２）中山間地の荒廃した里山の環境保全再生事業 

① 子どもの森１号地 

２００６年３月に４００本を植樹した子どもの森１号地は、苗木も大きくなり下草刈の必要がなくな

り、センダンの樹高は３ｍ以上になっていて、その他種の樹木も人間の背丈よりも高くなっている。現5 

在は、自然本来の再生能力に委ね人による手入れを行っていない。 

 

② ＧＯＣＡＮの森 

門川高校生と協働して実施した森林の再生活動（２００７年３月に植樹、２０１３年３月に補植樹）

をした門川高校実習林の苗木が大きくなり下草刈の必要がなく、ケヤキの樹高は３ｍ近くなり、ヤマザ10 

クラは花を咲かせている。現在は、子どもの森１号地と同様に自然本来の再生能力に委ね人による手入

れを行っていない。 

 

③ 妖精の森（放置竹林の広葉樹林への復元活動） 

手入れがされず放置されている竹林（森の学舎裏の竹林）を、雑木林に再生し、人や動植物にやさし15 

い自然環境と水源かん養や災害の防止など森林の公益的機能の維持増進を図るために、２００９年度か

ら継続して竹の伐採を続けている。これまで伐採した竹林の面積は約０．２ｈａを超え予定していた範

囲の伐採は、２０１６年度に終了した。当年（２０１９年）は、2020年３月７日に伐採跡地に生えてい

た竹の伐採を行った。 

 20 

④ （仮称）お地蔵さんの森（森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動） 

活動概要：1) 体験型環境学習の広場作り（数年かけて実施し森林の体験型環境学習に活用）。 

2) 樹木伐採や枝打ちを行いフィールドへの登降道の整備。 

参加者：延べ２６人 

活動日と内容：６/２ 活動場所の確認と活動内容打ち合わせ 25 

７/７ 松瀬川に降りるための道の整備打合せ 

９/23 間伐された杉のかたづけ、整備予定場所に登る道の草刈り 

10/５ 整備フィールド内の道路を作業活用できるように草刈り 

11/23 登降道の枯れ木伐採、倒木と竹の撤去、枝打ち 

11/30 成迫平五郎先生を招いて活動フィールド（将来の体験型環境学習の広場）の樹木調査 30 

12/15 小山頂の広場作りのため数本の樹木を伐採 

２/９ 伐採した樹木や片付けた倒木の粉砕等 

３/７     同 上 

 

（３）地域の自然環境などを理解してもらうための啓発活動 35 

① 川を活用した自然体験交流（川をたのしく親しもう） 

・実 施 日：７月２８日 

・実施場所：森の学舎と五十鈴川 

・参 加 者：子ども１６人（内幼児６人）、大人１２人 

・スタッフ：８人（内ネイチャーゲームリーダーは２人） 40 

・助 成 等：子どもゆめ基金 

・内  容：オリエンテーション 

ネイチャーゲーム（ミステリーアニマル） 

川あそび（笹舟流し、そ～とのぞいてみよう、川虫探し、アメンボウの旅） 

お楽しみそうめん流し（昼食） 45 

・準  備：（７月７日）前年の増水で壊れてしまった五十鈴川に昇り降りする道の補修 

（７月２７日）素麺流し竹レールの作成※４ｍ×４本、長さ微調整 

簡易かまどの設置※２か所 

川遊びの担当確認と事前体験確認 

遊ぶフィールドを目で確認できるように上流側と下流側にロープ張り 50 
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必要なものを川へ移動 

フローティングジャケットの用意と更衣所の設置 

雨に備えてテントを１張設置 

 

 ② 森を活用した自然体験交流（昆虫カメラマンに挑戦） 5 

・実 施 日：１０月１４日 

・実施場所：森の学舎 

・参 加 者：子供=７人、付き添い保護者=６人 

・スタッフ：６人 

・講  師：新開孝氏（昆虫写真家、昆虫図鑑・絵本著者） 10 

・後  援：宮崎県、宮崎県教育委員会 

・助 成 等：子どもゆめ基金 

・内  容：新開さんの案内で、昆虫を探しながら森の学舎周辺を散策した。写真撮影にむいている昆

虫が見つかったら、新開さんから昆虫の名前や特徴の説明があった。森の学舎グランド→東

側道路周辺へと散策して、約２時間３０分の昆虫観察と思い思いに写真撮影を行った。昼食15 

後、プロジェクタで子供たちが撮影した昆虫写真を、スライドショーで順次表示して新開さ

んがコメントした。後日に、参加者各自のお気に入りの写真は、事務局より郵送した。 

・準  備：（１０月１３日）撮影した写真をみるために部屋に椅子とプロジェクト等のセッティング 

教室他の清掃 

講師の新開さんと一緒に下見（昆虫写真撮影） 20 

 

③ 竹を活用した自然体験交流（森のエコクッキングとドングリ育て） 

・実 施 日：１２月８日 

・実施場所：森の学舎 

・参 加 者：参加者：５人（内子どもは２人）※５家族１４人（子ども７人、大人７人）の申込み 25 

・スタッフ：５人（指導者含む） 

・後  援：宮崎県、宮崎県教育委員会 

・助 成 等：子どもゆめ基金 

・取  材：ケーブルＴＶワイワイ 

・内  容：エコクッキングのために、竹で箸・鍋を参加者自らが作る。 30 

竹はバイオマス資源であり、その利活用の推進は、低炭素社会の実現に貢献することを、

エコクッキングなどを通して学習する。参加者が竹飯ごうでの炊飯と竹鍋でのおかず作りを

行なう。ｅｃｏスクールの塩作りでの副産物であるニガリを利用して豆腐を作る。作った豆

腐は竹の器に盛り付ける。 

竹を玉きりにして節を利用したポットに、腐葉土を入れてドングリを植える。竹のポット35 

は、参加者が自宅で苗木に育て２年後に山へ戻す。樹木が私たちの生活において排出された

二酸化炭素を吸収し私たちの生活に必要な酸素を供給してくれていること理解した。 

 

④ 野草を活用した自然体験交流（春を楽しもう） 

・実 施 日：（２０２０年３月２２日予定）新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止。 40 

・参 加 者：（申し込み）子ども１３人（内幼児６人）、大人１５人 

・助 成 等：子どもゆめ基金 

 

（４）市民活動の活性化に関わる企画、コーディネート事業 

①イオン・チアーズクラブの活動支援 45 

開催日：８月７日 

支援者：チアーズクラブ１６人の子供たちとサポータ４人 

内 容：イオン日向店と延岡店からの依頼を受け、太陽をテーマにした環境学習を森の学舎で開催

した。 

1) ダンゴムシ、カマキリ、クワガタの３種類の生き物「絵合わせ」。 50 
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絵が完成したら、その生き物の知っていることの発表。 

2) 太陽に特化したフィールドビンゴで「足の裏で太陽を感じよう」。 

3) 太陽光発電のランタン工作。 

 

（５）活動の情報発信・啓発のための事業 5 

① Ｗｅｂサイトとfacebookの運営 

・実施時期：４月～2020年３月 

・概  要：子どもの森のすべての活動と自然環境啓発等を、月平均２.５回のＷｅｂページ更新にて情

報発信した。Facebookへは、年間１８回の投稿を行った。 

 10 

② 機関紙の発行 

 発行できなかった。 

 

③ 事業案内チラシの作成 

・実施時期：各事業の開催１カ月～３カ月前 15 

・概  要：宮崎県や宮崎県教育委員会等の後援をもらい、それぞれの事業や活動の案内チラシや参加

者募集チラシを作成した。主に県北の図書館や近隣のスーパー等においてもらった。また、

Ｗｅｂページからもダウンロードできるようにした。他の参加者募集の方法として、

facebookと地元新聞社（夕刊デイリー、宮崎日々新聞）への掲載をお願いした。ｅｃｏスク

ールの参加者募集チラシは、延岡市・日向市・門川町の全小学校の小学３年生から６年生に、20 

延岡市・日向市・門川町の教育委員会を経由して約７５００部を配布した。 

 

（６）その他目的を達成するために必要な事業 

① みやざき森づくりボランティア協議会の総会（６月１６日） 

子どもの森が加盟して横山理事長が理事を務めている「みやざき森づくりボランティア協議会」の第25 

１８回通常総会が、都城圏域地場産業振興センター（都城市）で開催された。森づくりフィールドの視

察は、「ドングリ千年の森をつくる会」のフィールドであった。 

 出席者：横山理事長、鵜戸副理事長、横山純子理事 

 

② 黄色いレシートキャンペーン（2020年２月１１日）参加者：横山理事長、横山純子理事 30 

イオン日向店にて、キャンペーンの普及発展と子どもの森のＰＲをおこなった。今回でキャンペーン

への参加は７回目となる。支援を続けてもらっている店舗への感謝と、お客様に黄色いレシートを子ど

もの森に投函してもらい、子どもの森リーフレットを渡して活動を地域に知ってもらうのが目的である。 

 レシート金額の１％相当額が、活動のために必要な消耗品などの商品がイオン・グループ店舗におい

て寄贈されます。子どもの森は、２００６年から１４年間で１０４万円を寄贈してもらっている。イオ35 

ンの黄色いレシートで、子どもの森の応援をしてくださっている皆様に感謝する。 

 

③ みやざき森づくりボランティア協議会主催の「草払機・チェンソー安全講習と実地研修」 

（９月２８日、２９日）参加者：横山理事長、井澤理事、横山純子理事 

研修場所：森の学舎（子どもの森） 40 

９/２８：草払機安全講習とチェンソー安全及びメンテナンスは、林災防制作のDVD講習であった。ポ

イントがわかり易く説明された。延岡チェンソーアートレンジャー部隊の西利美さんと白石

寛さんによるチェンソーのメンテナンス講習があり、メンテナンス後に参加者による丸太切

りがおこなった。 

９/２９：延岡チェンソーアートレンジャー部隊によるチェーンソーアート（コブラ、イーグル、フク45 

ロウ）の実演、参加者による体験も行われた。作品は、森の学舎に設置している。 

 

④ 森の学舎の環境整備 

1) 5月3日～5日：参加者＝延べ６人 

・麦畑の草刈りをした。（ｅｃｏスクールでの麦刈りの準備） 50 
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・グランドの草刈りをした。（グランド以外の草を刈りたかったが時間の関係で未実施） 

・ドングリサンプルの棚。（２日かけて残資材で作った） 

2) 7月6日、13日：参加者＝延べ８人 

・グランド草刈り 

・案内板作り 5 

3) 11月4日：参加者＝３人 

・ファイヤーサイドの設置 

4) 12月29日：参加者＝３人 

・教室棟の掃除 

5) 1月2日、3日、12日、13日、26日、2月2日、8日：参加者＝延べ１２人 10 

・ほだ場修理 

・ビオトープ修理 

・粉砕機チッパー刃交換、側溝掃除 

・薪置場設置 

・ストーブ柵の制作 15 

 

 ⑤ 会員外の森の学舎活用 

  森の学舎の有効活用の一環として、８月１８日～１９日に会員外（８人）へ森の学舎を有償にて開放

しました。 

 20 

３．寄附金・助成金等 

 

（１）子どもゆめ基金（国立青少年教育振興機構） 

① ｅｃｏスクール・パン作り編（第９期）の事業費２４６．8千円（ボランティア評価除く）に対して、

参加費収入が４６.5千円と２１１.5千円の助成を受けました。 25 

② 「川をたのしく親しもう」の事業費８３.4千円（ボランティア評価除く）に対しての助成額と参加費

収入の合計は、１０３.0千円でした。 

③ 「昆虫カメラマンに挑戦」の事業費６５.1千円（ボランティア評価除く）に対しての助成額と参加費

収入の合計は、７２.5千円でした。 

④ 「森のエコクッキングとドングリ育て」の事業費３０.3千円（ボランティア評価除く）に対しての助30 

成額と参加費収入の合計は、４６.8千円でした。 

⑤ 中止となった「春（の野草）を楽しもう」の事業費７.6千円（ボランティア評価除く）に対して、２

３.3千円の助成を受ける予定です。 

 

（２）森林整備（宮崎県森林づくり応援団活動支援） 35 

 機械のメンテナンスや消耗資材等購入の事業費２５４．3千円（ボランティア評価除く）に対しての助成

額は、２７３．0千円でした。 

 

（３）イオン黄色いレシートキャンペーン 

黄色いレシートキャンペーンの投函箱を、ホームワイド出北店・マックスバリュー南延岡店/岡富店・40 

ホームワイド財光寺店・イオン日向店に設置しています。投函されたレシート金額の１％が団体に商品

券で寄贈されます。２０１９年度は、３１.3千円の商品券が寄贈されました。 

 

（４）ろうきんＮＰＯ寄附 

預金者が応援したいＮＰＯ法人へ、希望する金額を希望する日に、預金者に代わって普通預金口座か45 

ら寄附先団体の口座に自動振替する制度で、１回の寄附額は１００円以上（１００円単位）です。お二

人の方から計７.2千円の寄附がありました。 

 

（６）他寄附 

横山理事長の各プログラムでの人件費（５７．8千円）が寄附されました。 50 
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４．その他 

 

（１）森づくりボランティア協議会 

横山理事長が、当会の理事に就任しています。横山理事長の理事会参加は、８回の理事会開催で、６

回出席しています。 5 

 

（２）参加者の声 

広く地域に参加者を募集して開催した環境プログラムの中で、２０１８年度に新たに企画開催して、

当年（2019年）も開催した２つのプログラムに参加した方の感想を一部抜粋します。 

 10 

① 昆虫カメラマンに挑戦 

・今回、昆虫カメラマンに挑戦に参加して、新開さんに、昆虫の名前やその習慣など、いろいろ話が聞

けて良かったです、ピントを合わせるのが難しかったけれど、何枚か良い写真を撮ることができました。 

・子供がいろいろと発見をしていて、とても充実していました。新開先生の本をいつも見ていたので嬉

しかったです。楽しい時間を過ごせました。 15 

・上手く撮れなかったのもたくさんあったけど、上手く撮れた写真もありました。今度また参加したい

です。 

・日頃見過ごしている昆虫を見つけることから楽しいことができました。今日は新開先生から直接ご指

導いただき、本当に貴重な経験をさせていただきました。 

・昆虫が動かなくていたけれど、手が震えてあまり上手に撮れなかったけど楽しかったです。 20 

 

② 森のエコクッキングとドングリ育て 

・とても丁寧にやさしくいろいろおしえてもらいました。一日充実しました。火起こし、煙、灰など日

頃見られないものばかりで童心に帰り楽しく過ごさせてもらいました。皆さん（スタッフ）が楽しそう

に作業をやられる姿にも癒されました。ドングリの成長をゆっくりと見守っていきますね。 25 

・一年後に森に帰すドングリの木を育てるのが、長い時間をかけて森ができていくその一端を実感でき

る気がして、すごく素敵だなぁと思いました。また機会がれば参加したいです。飯盒のご飯も豆腐もと

っても美味しかったです。 

 

  

四季をまるごと体験ｅｃｏスクール（左：開校でのネイチャーゲーム、右：閉校での集合写真） 

  30 
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２０１９年度事業経過一覧 

実施日 活動名 内容/備考 
４月 

13(土) 会計監査 
 

14(日) 黄色いレシート贈呈式 イオン日向店（横山純子理事） 

14(日) 理事会 
 

21(日) 第 19 回通常総会 
 

５月 

5/3、4、5 森の学舎整備 竹林整備、ビオトープ保全、草刈り、他 修繕等整備 

13(月) 理事会 
 

25(土) ①eco ｽｸｰﾙ 開校式、ネイチャーゲーム、麦刈りとはさ掛け 
６月 

2(日) 森林整備、「eco スクール」準備 下見・打合せ、麦脱穀の準備 

8(土) ②eco ｽｸｰﾙ 麦脱穀、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｺﾝﾎﾟｽﾄ 

16(日) 加盟団体の総会 森づくりボランティア協議会 
７月 

1(月) 理事会 
 

6(土) 森の学舎整備 草刈り 

7(日) 森林整備 打合せ・沢降り道整備 

13（土） 森の学舎整備 案内板作り 

27(土) 「川をたのしく親しもう」準備 
 

28(日) 川をたのしく親しもう 

 
８月 

3(土) 「eco ｽｸｰﾙ」準備 海水汲み 

7(水) イオン・チアーズクラブ 環境（太陽）学習 

17(土) 「eco ｽｸｰﾙ」準備 石臼専用の粉受作り 

24(土) ③eco ｽｸｰﾙ 塩作り、麦挽き 
９月 

7(土) ④eco ｽｸｰﾙ パン焼き 

22(日) 理事会 
 

23(祝) 森林整備 放置杉間伐かたづけ 

28(土)、29(日) 森づくりボランティア協議会の加盟団体研修 山林機械のメンテナンス、基本使用方法 
１０月 

5(土) 森林整備 草刈 

13(日) 「昆虫ｶﾒﾗﾏﾝに挑戦」準備 
 

14(祝) 昆虫カメラマンに挑戦 

 
１１月 

4（振） 森の学舎整備 ファイヤーサイド設置 

16(土) 麦畑作り 麦畑整備、麦蒔き 

23(祝) 理事会 
 

24(日) 森林整備 倒木等のかたづけ 
１２月 

7(土) 「森のエコクッキングとドングリ育て」準備 
 

8(日) 森のｴｺｸｯｷﾝｸﾞとﾄﾞﾝｸﾞﾘ育て 

 
15(日) 森林整備 樹木の伐採 

29(日) 森の学舎整備 大掃除 
２月 

9(日) 森林整備、理事会 木枝粉砕 

11(祝) 黄色いﾚｼｰﾄｷｬﾝﾍﾟｰﾝ ｲｵﾝ日向店（横山理事長、横山純子理事） 

24(祝) 春を楽しもう準備 休耕田草刈り 
３月 

7(土) 竹林整備 竹伐採と木枝粉砕 

※事務局（のみ）活動は一覧には未掲載 

http://kodomonomori.info/ecos/ecos2019.html#1-0525
http://kodomonomori.info/ecos/ecos2019.html#2-0608
http://kodomonomori.info/prog/prog2019.html#19kawawo
http://kodomonomori.info/prog/prog2019.html#19aeon
http://kodomonomori.info/ecos/ecos2019.html#3-0824
http://kodomonomori.info/ecos/ecos2019.html#4-0907
http://moridukuri.com/katudou_sub/190928.html
http://kodomonomori.info/prog/prog2019.html#19camera
http://kodomonomori.info/ecos/ecos2019.html#5-1116
http://kodomonomori.info/prog/prog2019.html#19morino
http://kodomonomori.info/manabiya/manabiya2019.html#1912
http://kodomonomori.info/etc/etc2019.html#200211aeon
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報告事項Ⅱ．２０１９年度活動決算報告 

 

２０１９年度 特定非営利活動に係る活動計算書 

（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで） 

 5 

  

備考
Ⅰ経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 52,000 正会員：10人×5,000、特別会員：2人×1,000
賛助会員受取会費 5,000 57,000 1人×5,000

２．受取寄附金
受取寄附金 109,077 ｲｵﾝ黄色いﾚｼｰﾄ、ろうきんNPO寄附金　他
ボランティア受入評価益 706,654 815,731 宮崎県の最低賃金にて評価

３．受取助成金等
受取助成金 681,144 子どもゆめ基金、森林づくり応援団活動支援

４．事業収益
自主事業収益 123,100 各プログラム参加費　他

５．その他収益
雑収入 11 預金利息

経常収益計 1,676,986
Ⅱ　経常費用

１．事業費
(1)人件費

賃金（給料手当・臨時雇賃金） 160,000 各プログラム
ボランティア評価費用 571,367 宮崎県の最低賃金にて評価
人件費計 731,367

(2)その他経費
修繕費 52,645 森林づくり機材の点検修理　他
諸謝金 65,000 各プログラム講師　他
印刷製本費 27,399 ecoｽｸｰﾙチラシ印刷（業者）
旅費交通費 94,475 各プログラム、他事業すべて
通信運搬費 5,154 　同　上
消耗品費 299,390 　同　上
損害保険料 9,100 各プログラム
その他経費計 553,163

　事業費計 1,284,530
２．管理費
(1)人件費

賃金（給料手当・臨時雇賃金） 0
ボランティア評価費用 135,287 宮崎県の最低賃金にて評価
人件費計 135,287

(2)その他経費
Web運営費 9,882 ドメイン、レンタルサーバー
旅費交通費 7,980 森づくりボランティア協議会総会出席　他
通信運搬費 45,613 助成金申請・報告、事務局電話料、森の学舎携帯

消耗品費 16,444 座版（住所等ゴム印）　他
諸会費 3,000 みやざき森づくりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協議会
会議費 0
研修費 0
租税公課 2,000 印紙、印鑑証明、住民票
施設管理費 151,510 森の学舎（土地賃借料、浄化槽管理費、電気代）　他

雑費 800 無償スタッフ参加費
減価償却費 2,530 ﾁｯﾊﾟｰｼｭﾚｯﾀﾞｰ1台
その他経費計 239,759

　管理費計 375,046
経常費用計 1,659,576
　当期正味財産増減額 17,410
　前期繰越正味財産額 1,536,860
　次期繰越正味財産額 1,554,270

各プログラム：「四季をまるごと体験ecoスクール（ecoスクール）」「川をたのしく親しもう」「昆虫カメラマンに挑戦」

　　　　　　　　　「森のエコクッキングとドングリ育て」「春を楽しもう」

科　目 金額
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２０１９年度 事業別活動計算書 

 

 

 

  

四季をまるごと体験ｅｃｏスクール（左：麦刈り、右：脱穀） 

5 

ｅｃｏスクール
川をたのしく親

しもう

昆虫カメラマ

ンに挑戦

森のエコクッ

キングとドング

リ育て

春を楽しもう 森林整備

森の学舎整備

（ビオトープと

竹林整備を含

む）

その他 事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 52,000 52,000
賛助会員受取会費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 5,000 5,000

２．受取寄附金

受取寄附金 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 109,077 109,077
ボランティア受入評価益 107,242 89,270 23,305 38,315 22,515 57,670 221,990 11,060 571,367 135,287 706,654

３．受取助成金等

受取助成金 211,550 83,065 66,986 43,237 23,306 253,000 -- -- 681,144 -- 681,144
４．事業収益

自主事業収益 46,500 20,000 5,600 3,600 0 -- -- 39,000 114,700 8,400 123,100
５．その他収益

雑収入 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 11 11
経常収益計 365,292 192,335 95,891 85,152 45,821 310,670 221,990 50,060 1,367,211 309,775 1,676,986

Ⅱ　経常費用

(1)人件費

賃金 101,000 33,000 17,000 6,000 3,000 -- -- -- 160,000 -- 160,000
ボランティア評価費用 107,242 89,270 23,305 38,315 22,515 57,670 221,990 11,060 571,367 135,287 706,654
人件費計 208,242 122,270 40,305 44,315 25,515 57,670 221,990 11,060 731,367 135,287 866,654

(2)その他経費

修繕費 -- -- -- -- -- 51,600 1,045 -- 52,645 -- 52,645
諸謝金 13,000 0 24,000 0 0 28,000 -- -- 65,000 -- 65,000
印刷製本費 27,399 0 0 0 0 0 -- -- 27,399 -- 27,399
Web運営費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 9,882 9,882
旅費交通費 40,125 24,300 17,450 8,350 0 4,250 -- -- 94,475 7,980 102,455
通信運搬費 2,304 360 2,120 370 0 0 -- -- 5,154 45,613 50,767
消耗品費 58,179 23,765 3,286 14,634 7,642 170,504 3,874 17,506 299,390 16,444 315,834
諸会費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 3,000 3,000
会議費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0 0
研修費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0 0
損害保険料 4,800 2,000 1,300 1,000 0 -- -- 9,100 0 9,100
租税公課 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 2,000 2,000
施設管理費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 151,510 151,510
雑費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 800 800
減価償却費 -- -- -- -- -- -- -- -- -- 2,530 2,530
その他経費計 145,807 50,425 48,156 24,354 7,642 254,354 4,919 17,506 553,163 239,759 792,922

経常費用計 354,049 172,695 88,461 68,669 33,157 312,024 226,909 28,566 1,284,530 375,046 1,659,576
当期経常増減額 11,243 19,640 7,430 16,483 12,664 △ 1,354 △ 4,919 21,494 82,681 △ 65,271 17,410

科　目
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《参考》 

２０１９年度 特定非営利活動に係る活動計画書 

（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで） 

備考
Ⅰ経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 83,000 正会員：16人×5,000、特別会員：3人×1,000
賛助会員受取会費 5,000 88,000 1人×5,000

２．受取寄付金
受取寄付金 124,400 ｲｵﾝ黄色いﾚｼｰﾄ、ろうきんNPO寄附金、個人寄付　他
ボランティア受入評価益 -- 124,400

３．受取助成金等
受取助成金 848,300 子どもゆめ基金

４．事業収益
自主事業収益 114,600 各プログラム参加費、森の学舎使用料

５．その他収益
雑収入 100 預金利息　他

経常収益計 1,175,400
Ⅱ　経常費用

１．事業費
(1)人件費

賃金 245,000 各プログラム
ボランティア評価費用 --
人件費計 245,000

(2)その他経費
諸謝金 66,730 各プログラム
印刷製本費 28,000 ecoｽｸｰﾙチラシ印刷（業者）
Webページ運営費 17,500 森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動
旅費交通費 133,225 各プログラム　他事業すべて
通信運搬費 7,080 　　同　上
消耗品費 370,425 　　同　上
損害保険料 24,940 各プログラム
その他経費計 647,900

　事業費計 892,900
２．管理費
(1)人件費

賃金 0
ボランティア評価費用 --
人件費計 0

(2)その他経費
修繕費 31,000 プリンター保守料　他
旅費交通費 11,000 森づくりボランティア協議会の総会出席　他
通信運搬費 44,000 助成金申請・報告、事務局電話料、森の学舎携帯
消耗品費 63,000 文房具、お茶代　他
諸会費 3,000 みやざき森づくりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協議会
会議費 4,000 総会、学舎キャンプ
研修費 10,000 各種研修、会員プログラム参加への充当
租税公課 200 印紙、印鑑証明　他
施設管理費 197,000 森の学舎（土地賃借料、浄化槽管理費、電気代）、道具ミニ倉庫　他

雑費 7,500
減価償却費 2,530 ﾁｯﾊﾟｰｼｭﾚｯﾀﾞｰ1台
その他経費計 373,230

　管理費計 373,230
経常費用計 1,266,130
　当期正味財産増減額 △ 90,730
　前期繰越正味財産額 1,536,860
　次期繰越正味財産額 1,446,130 森の学舎修繕費目的積立\1,000,000含む

各プログラムとは下記の６プログラム

「ecoスクール（パンづくり編）」「川をたのしく親しもう」「昆虫ｶﾒﾗﾏﾝに挑戦」「森のｴｺｸｯｷﾝｸﾞとﾄﾞﾝｸﾞﾘ育て」「春を楽しもう」

「森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動」

科　目 金額
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特定非営利活動に係る貸借対照表（２０２０年３月３１日現在） 

 

 

特定非営利活動に係る財産目録（２０２０年３月３１日現在） 

 5 

※未収金：子どもゆめ基金＝春を楽しもう。 

※前受金：2020年度会費前受（２名） 

0

1,534,430

未収金 23,306

流動資産合計 1,557,736

2,085,000

△2,082,466 2,534

固定資産合計 2,534

資産合計 1,560,270

前受金 6,000

流動負債合計 6,000

負債合計 6,000

1,536,860

17,410

正味財産合計 1,554,270

負債及び正味財産合計 1,560,270

減価償却累計額

特定非営利活動法人　子どもの森

科目 金額

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金

普通預金

２　固定資産

備品

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

Ⅲ　正味財産の部

基本金

当期正味財産増加額(減少額)
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報告事項Ⅲ．監査報告 

 

 
 

 5 

  

四季をまるごと体験ｅｃｏスクール（左：塩づくり、右：石臼での小麦挽き） 
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議案Ⅰ．２０２０年度活動方針（案） 
 

１．農林漁業などの産業体験や里山等の自然体験交流事業 

 

（１）子どもと保護者の環境教室（四季をまるごと体験ｅｃｏスクール） 5 

地域の小学生及び保護者に対して、パン作りによる食と環境を切り口に、同一の参加者が、年

間（四季）を通して、四季折々の自然環境を遊びや観察等から学び、麦栽培等の農業体験、そし

て農業体験を通して自分たちで作った食材料からパン作りを経験します。輸入に頼らなくても食

が可能であることを実感し、食べ残しを極力少なくすることや食品の輸入による過大なエネルギ

ーを減少させることで、地球環境への負荷を少なくした生活を実践してもらうための気づきを促10 

します。他に、自然環境を遊びや観察、農業等の原体験を通して、中山間地域である里山の自然

環境の大切さと保全の必要性を学習するプログラムを提供します。 

昨年（2019 年）度の第９期は、四季をまるごとではなくパン作りに特化したｅｃｏスクール

としましたが、今年（2020年）度の第１０期は、四季を通した体験プログラムを実施します。 

 15 

5/16 開校式 

 

麦刈り 

麦はさ掛け 

学校名や学年、活動に参加した目的などの自己紹介。初対面である参加

者同士が早く仲良くなるためのネイチャーゲーム実施。記念撮影。 

前年度に種まきをして育った麦の刈りとり 

刈りとった麦のはさ掛け。 

5/30 麦畑用堆肥づくり 

 

 

脱穀・風選 

麦畑作りで使用する堆肥作り。（ダンボールにピートモス等の基材を入

れ、ゴミの減量化と堆肥としての食べ物の循環、家庭での堆肥の作り方

管理を学ぶ。） 

刈りとった麦を足踏む式脱穀機で脱穀。脱穀した麦のもみ擦り唐箕を使

って脱ふん。 

7/18 イカダ作り 

 

ビオトープ観察 

コンパネと竹で、河川清掃で使うイカダの制作。ふだんは廃棄されるペ

ットボトルを浮力材として有効使用）、竹でオールを作る。 

ビオトープに住んでいる水辺の生き物の観察。 

8/1 河川清掃 

 

イカダ解体 

川の生き物調査 

森の学舎の前を流れている五十鈴川で、作ったイカダを使って川側から

でないと撤去できない川岸のゴミ拾い。 

使用したイカダのペットボトル取り外し。 

川の生き物を調べ観察し、多くの種の命の大切さを学び、豊かな自然環

境が、動植物の食物連鎖や生態系に必要なものであることを学ぶ。 

9/5 ソーラークッキング 

 

 

環境学習 

太陽光は集めると、高温になること（目玉焼きで実験）を知り、C0₂の

発生が０%であることに気づく。CO₂の発生は、地球の温暖化防止には、

重要なことを講話し、省エネの生活をするように意識させる。 

「樹木の CO２吸収量を調べる」（どれ位の二酸化炭素を吸収してくれ

るのだろう！人間の生活で排出する二酸化炭素を吸収するのに何本の樹

木が必要になるだろう！樹木の大切さを知るために、樹木の二酸化炭素

吸収量の計算。 

11/14 畑草取り 

耕うん 

 

麦蒔き 

畑の草取りをおこなう。 

麦種を蒔く準備として耕うん機での耕うん。（ダンボールコンポストの

堆肥も一緒に耕うん。） 

麦種を蒔き土を被せる。 

12/12 イチゴ酵母作り 

 

麦踏み 

ドングリ工作 

パン作りで必要となる酵母の食品瓶に仕込む。酵母を仕込だ瓶は自宅に

持ち帰り自宅で酵母を育て、パン素材である酵母をつくる。 

麦芽が強い麦に育つための麦踏む。 

小枝や葉っぱ、ドングリ等の自然素材で、オリジナルのクラフト作品作

り。自然にある物で十分に遊ぶことができることで自然への愛着を促

す。 

2021/1/23 簡易釜戸設置 

 

塩作り 

 

ブロックを使って４カ所の釜戸の土台をグランドに作り、その上に簡易

釜戸を設置。 

海水を簡易釜戸で沸かして水分を蒸発させ塩を採取。塩づくりの副産物

であるにがりも採取。採取した塩をフライパンで炒めて乾燥。 
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小麦粉作り 

掃除 

脱穀した麦を石臼で挽いて小麦粉作り。 

石臼での麦挽きで汚れた室内と石臼の掃除。 

2021/2/13 バターパン作り 

 

 

 

感想文 

閉校式 

パン生地に練りこむバターを、生クリームと牛乳で作る。作った塩と挽

いた小麦粉と作ったバターでパン生地作り。１次発酵を済ませて、想い

おもいの形にパン形成。パン焼きする順番に 2次発酵して釜でパン焼

き。焼いたパンを試食。 

パン焼きの順番まで、感想文書き。 

修了証の授与。 

 

・参 加 数：２５人（県北地域の小学生３年生から６年生１５人と保護者１０人） 

・場  所：森の学舎 

・助  成：子どもゆめ基金 

・外部講師：山下みよ子氏（ダンボールコンポスト）※宮崎県ダンボールネットコンポストネットワーク協会 5 

 

新型コロナウィルス感染拡大予防の為、５/１６、３０を中止（場合によっては半日開催）し

て、７/１８からの開始となる可能性があります。その場合は、スタッフで麦刈りと脱穀を行な

います。 

 10 

（２）椎茸ホダ木の管理（ほだ場作業） 

２０１８年度の四季をまるごと体験ｅｃｏスクールにて椎茸菌コマ打ちして本伏せしてある原

木の管理と椎茸収穫を実施します。 

 

２．中山間地の荒廃した里山の環境保全再生事業 15 

 

（１）妖精の森 

２００９年から続けている森の学舎裏の放置されている竹林の一部を落葉樹の林に変えて行く

活動は、地権者と正式に山林使用協定を結べない事情があるので、他活動で必要となる竹の伐採

にとどめます。また、新たに生えてくる竹の除去は続けて行きます。 20 

 

（２）森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動（仮称：お地蔵さんの森） 

手入れが行われず放置されている里山と、その里山と隣接している五十鈴川支流のオモボリ谷

と菅の谷の合流する沢（松瀬川と称す）を子供たちが入り遊ぶことができる森林づくりを昨年

（2019年）度から実施しています。 25 

整備した里山と松瀬川、そして森の学舎を一体的に活用し、子どもやその保護者を対象とした

森林の動植物にやさしい自然環境と水源かん養や災害の防止など森林の公益的機能を知るための

体験型環境学習を実施するためのフィールドを作ります。 

 

① 放置されている里山の平坦な部分の樹木伐採や枝打ちを行い、伐採した樹木や丸太と支柱30 

を資材として里山に登る歩道を整備して体験型環境学習の広場作りをする。 

② 里山に自生している樹木に樹木名プレートを設置する。 

③ 里山から松瀬川に下るために樹木伐採や枝打ちを行い、伐採した樹木や丸太と支柱を資材

として歩道を作る。 

④ 必要に応じて、五感で四季を楽しめる広葉樹を補植する。 35 

 

本年（2020 年）度は、上記①と②、③の活動を行い、④については次年（2021 年）度以降の

活動とします。会員のほか、ボランティアや地区の住民、企業等に呼びかけを行い、上下流の協

働による森林づくりを行い、相互交流、連携の強化を図ります。伐採した樹木の一部は、薪とし

ても活用します。６月～２月の期間に、５回程度実施します。 40 

 

３．地域の自然環境などを理解してもらうための啓発活動 
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（１）昆虫を活用した環境学習（昆虫と友だちになろう） 

身近な昆虫や植物について興味・関心をもって追究する活動を写真撮影と昆虫説明を通して、

昆虫の成長過程と体のつくりを理解し、生物を愛護する態度を育て、昆虫の成長のきまりや体の

つくりについての見方や考え方をもつことができます。活動を通して、自然を愛する心や環境保5 

全への関心を高めることにつなげることが期待できます。 

 

① 昆虫撮影：森の学舎グランドで、昆虫を観察（昆虫の生態や名前の由来の説明）をして、参

加者が持参したデジタルカメラで昆虫写真を撮る。昆虫の写真を撮る際には、写真写りの良い

構図を考えるはずであり、そのことがしっかりと昆虫を観察することにつながる。 10 

② お気に入りの一枚：参加者の撮った昆虫の写真の中で一番気に入った写真を決める。後日に、

簡易なフォトフレームに収めて参加者に発送する。また、撮影した写真については、プロジェ

クタで投影して指導者が個別評論と総評をおこなう。 

③ パネル展：新開孝さんの昆虫写真を展示する。 

 15 

・開催月日：１０/１８（日） 

・参 加 数：子ども１５人（保護者は付き添い参加とする） 

・場  所：森の学舎 

・助  成：子どもゆめ基金 

・外部講師：新開孝氏※昆虫写真家 20 

 

（２）森林を活用した環境学習（森であそぼう） 

 樹木は、私たちの生活において排出された二酸化炭素を吸収し、私たちの生活に必要な酸素を供

給してくれていること、子どもたちの健全育成に必要な資源を提供していることの学習、ドングリ

苗木の育て方、ドングリを使った工作を通して、自然の豊かさを楽しみ自然の大切さを学びます。25 

また、森林が水を含む良質な環境の源であることを理解し、山に植樹するための苗木を自宅でドン

グリから育てます。参加者が育てたドングリの苗木は、数年後に地域の山への植樹へと発展させる

プログラムです。 

 

①炙り焼きソーセージ：昼食のお楽しみとして、炙り焼きするソーセージを参加者で作る。 30 

②ドングリポット：竹を玉きりにして節を利用したポットに、腐葉土を入れてドングリを植える。

竹のポットは、参加者が自宅で苗木に育て山へ戻す。 

③ドングリ工作：小枝や葉っぱ、ドングリ等の自然素材で、参加者がオリジナルのクラフト作品を

作る。自然にある物で十分に遊ぶことができることで、自然への愛着を促す。 

 35 

・開催月日：１１/２９（日） 

・参加数：子ども１５人、保護者１０人 

・場  所：森の学舎 

・助  成：子どもゆめ基金 

 40 

（３）春の野草を活用した里山体験（春を楽しもう） 

春になって野草の芽吹きに触れることで自然に対して興味・関心を高め、野草の名前を覚え食

することで自然の恵みが身近なところにあることを確認します。この活動を通して自然環境を大

切に思い守る意識と認識してもらいます。 

 45 

① 野草観察：指導者やスタッフと一緒に森の学舎と周辺を散策し、生息する野草などの説明を

受ける。野草の名前や特徴を覚えることで、地域の身近な自然に対する興味・関心を高める。

スタッフと参加者で知識を共有するだけでなく、観察中に話しかけながら交流を図り、屋外で

の活動となるため指導者の説明が十分に伝わるよう配慮する。 

② 参加者で昼食作り：食べることができる野草を食べる分だけ摘んで調理する。野草を食べる50 



 

- 17 - 

 

ことで自然の恵みへの感謝の気持ちを認識する。調理それぞれに、スタッフを配置しスムーズ

な調理の流れに配慮する。 

 

参加者の五感を使った活動とするために、受身の受講とせず、スタッフと一緒に調理をして交

流を図り、印象を強く残すように配慮する。 5 

 

・開 催 月：2021/３/２１（日） 

・参加数：子ども１５人、保護者１０人 

・場  所：森の学舎 

・助  成：子どもゆめ基金 10 

・外部講師：成迫平五郎氏（野草観察） 

 

４．市民活動の活性化に関わる企画、コーディネート事業 

 地域の課題に対して何かの役に立ちたいと思い、地域活動に参画する意向のある人は増えてきて

います。そうした動きに対して行政も、地域の活性化、雇用の確保、行政サービスの補完等の観点15 

で関心を持っています。しかし、意欲のある人や団体でも、具体的な始め方、仲間や協力者の見つ

け方、必要な知識やスキルの身に付け方等、いくつかのハードルの存在が想定されます。従って、

それらを克服し、参加意欲を実際の行動に結び付けていけるような支援の仕組みを地域に構築する

ことの必要性があります。市民活動の活性化に関わる企画やコーディネート等、何らか携わること

ができればと考えています。 20 

 

５．活動の情報発信・啓発のための事業 

 活動を告知することで活動の参加者を募集し、活動の内容を情報発信することで子どもの森の活

動への理解を通して、自然環境の大切さ、地域を良くするための協働への参画を促していきます。 

 25 

（１）Ｗｅｂサイトの運営 

子どもの森のすべての活動と自然環境啓発等を、Ｗｅｂページにて発信していきます。また、

Ｗｅｂページでは発信しづらい細かい情報は、facebook で発信していきます。 

 

（２）機関紙の発行 30 

子どもの森の前年度活動と自然環境啓発等を、機関紙「子どもの森通信１７号」を発行するこ

とで情報発信をします。 

 

（３）事業案内チラシの作成 

宮崎県や関係行政機関等の後援を依頼して、それぞれの事業を開催する３ヶ月前までに、新聞35 

社へ参加者募集の記事依頼と、図書館や公民館等の公共機関へのチラシ配布を行います。 

 

６．その他目的を達成するために必要な事業 

 

（１）ビオトープ 40 

ビオトープは、ミニ田んぼ・水路・池とつながった一連の水辺環境で、森の学舎隣の地区集会

場にある水タンクからオーバーフローしている水をホースで引いています（地区の集会場の水タ

ンクには、谷沢の水をホースで注いでいる）。ビオトープの活用にあたり必要な改修改善を行な

っていきます。水辺に生息する草や水生生物は、人工的に持ってこず自然の復元力に委ねます。 

四季をまるごと体験ｅｃｏスクールで、水辺のいきもの観察や麦作りを行い自然環境の観察等45 

を行います。 

ビオトープの様子は、Ｗｅｂページや Facebook、機関誌で紹介していきます。 

 

（２）活動拠点「森の学舎」の活用と整備 

２００６年１１月に、公募により門川町から譲与を受けた旧西門川小学校松瀬分校は、２００50 
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８年度に、日本財団と連合愛のカンパからの助成金を受け、会員その他ボランティアによって修

繕を進めてきました。また、ボーイスカウト等の団体を含めた一般開放、森林や環境等の図書や

児童書・絵本を整備して環境文庫の設置などの整備を行なってきました。そして、２００９年度

は、セブン-イレブンみどりの基金と門川町まちづくりプレイヤー支援、連合愛のカンパからの

助成を受け、五右衛門風呂小屋と釜戸小屋の製作と、薪ストーブの設置、環境関連図書の購入を5 

進めてきました。 

行政が絡んでいない民間団体での廃校活用は他に例がなく、森の学舎は廃校になった学校の先

駆的な活用例として注目をされています。森の学舎と周辺地域との関係も視野に入れ、環境問題

を切り口とした地域コミュニティーとしての役割など、廃校の更なる活用も目指していかなくて

はなりません。 10 

２０１０年度で、急ぎ必要な森の学舎の整備は終ったと思われます。これからは、どのような

整備が必要かを検討しながらの整備を進めていきます。そのための資金として、特別積立金の設

定をしています。森の学舎の開放と森の学舎で行なう環境学習の依頼があれば受入をしていきま

す。初夏と秋にグランドと周辺の草刈りを実施します。他に、破損した設備等があれば修繕など

を行います。 15 

 

（３）子どもの森が加盟する団体 

今年（2020 年）度も引き続き「みやざき森づくりボランティア協議会」に、団体会員として

加盟します。同協議会での総会や研修会への参加をすることで、同じ森づくりや環境問題に取り

組んでいる団体との交流ができます。また、同協議会が開催する研修会では、森づくり活動への20 

考え方や森林作業の学習等を学べます。宮崎県内の森づくりを実施している団体の相互協力と交

流、森づくりの研修が、本協議会の活動の中心となっています。可能な限り協議会が開催する総

会や研修への参加や協力を行っていきます。 

今年度の総会は、森の学舎で開催する予定です。総会開催にあたり会員のご協力をよろしくお

願いします。 25 

 

７．助成について 

 今年度の活動への助成金は下表のとおりです。 

助成名 助成元 助成事業 助成額 

子どもゆめ基金 国立青少年教育振興機構 四季をまるごと体験ｅｃｏスクール ５３１千円（申請） 

（確定）４７１千円 

昆虫と友だちになろう ６５千円（申請） 

（確定）６５千円 

森であそぼう ７１千円（申請） 

（確定）８０千円 

春を楽しもう ６８千円（申請） 

（確定）６７千円 

森林づくり活動 宮崎県森林環境税 森林と水辺の体験型環境学習の森づく

り活動 

２５３千円（申請中） 

 

 黄色いレシートキャンペーンは、同一経営店舗に１店舗のみの登録となったため、「イオン日向30 

店」と「マックスバリュー南延岡店」に登録します。また、７/１１（土）にイオン日向店それぞ

れの店舗においてのキャンペーン協力に参加したいと思います。 

 

８．次年（2021年）度以降の活動 

 活動の拡大充実と活動資金獲得を目的として、認定ＮＰＯ法人の申請と将来の活動企画を進めて35 

いきます。将来の活動として、ネイチャー工作の一環としてコケ玉・樹木カレンダー・門松づくり、

つる工作等の特色ある計画を練っていきます。 
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議案Ⅱ．２０２０年度活動計画書（案） 

２０２０年度 特定非営利活動に係る活動計画書 

（2020 年 4月 1日から 2021 年 3月 31日まで） 

 
※会費 正会員：5,000円(ただし特別正会員は 1,000円) 賛助会員：5,000円(ただし特別賛助会員は 1,000円) 5 
特別正会員とは、社会に出る前の大学生や専門学校生と、同一世帯で 2 人以降の正会員で、総会での議決権など、

通常の正会員と同じ権利を有します。特別賛助会員とは、同一世帯で 2人以降の賛助会員です。 

※目的積立：将来の大規模な森の学舎修繕に備えた積立をおこないます。現在、雨漏りがあるためシートで応急処

置をしていますが、修繕費が認められる助成金等にて雨漏り修繕をしたいと考えています。その時に、目的積立を

取り崩して自己資金部分に充当させます。 10 

備考
Ⅰ経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 63,000 1612人×5,000、特別会員：3人×1,000
賛助会員受取会費 11,000 74,000 12人×5,000、特別会員：１人×1,000

２．受取寄附金
受取寄附金 124,000 ｲｵﾝ黄色いﾚｼｰﾄ、ろうきんNPO寄附金、個人寄附　他
ボランティア受入評価益 -- 124,000

３．受取助成金等
受取助成金 916,000 子どもゆめ基金、森林づくり活動

４．事業収益
自主事業収益 147,000 各プログラム参加費、森の学舎使用料

５．その他収益
雑収入 10 預金利息　他

経常収益計 1,261,010
Ⅱ　経常費用

１．事業費
(1)人件費

賃金 271,000 各プログラム
ボランティア評価費用 --
人件費計 271,000

(2)その他経費
諸謝金 93,560 各プログラム
印刷製本費 39,010 ecoｽｸｰﾙチラシ印刷（業者）
Webページ運営費 15,000 森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動
旅費交通費 188,300 各プログラム　他事業すべて
通信運搬費 5,930 　　同　上
消耗品費 461,050 　　同　上
損害保険料 31,240 各プログラム
その他経費計 834,090

　事業費計 1,105,090
２．管理費
(1)人件費

賃金 0
ボランティア評価費用 --
人件費計 0

(2)その他経費
修繕費 0 プリンター保守料　他
旅費交通費 8,000 森づくりボランティア協議会の総会出席　他
通信運搬費 45,000 助成金申請・報告、事務局電話料、森の学舎携帯
消耗品費 17,000 文房具、お茶代　他
諸会費 3,000 みやざき森づくりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協議会
会議費 4,000 総会
研修費 10,000 各種研修、会員プログラム参加への充当
租税公課 200 印紙、印鑑証明　他
施設管理費 160,000 森の学舎（土地賃借料、浄化槽管理費、電気代）　他
雑費 1,000
減価償却費 2,530 ﾁｯﾊﾟｰｼｭﾚｯﾀﾞｰ1台
その他経費計 250,730

　管理費計 250,730
経常費用計 1,355,820
　当期正味財産増減額 △ 94,810
　前期繰越正味財産額 1,549,270
　次期繰越正味財産額 1,454,460 森の学舎修繕費目的積立\1,000,000含む

各プログラムとは下記の５プログラム

「四季をまること体験ecoスクール」「昆虫と友だちになろう」「森であそぼう」「春を楽しもう」「森林と水辺の体験型環境学習の森づくり活動」

科　目 金額
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２０２０度 事業別活動計画書（案） 

 

※２０名以上の参加者がないとボランティア保険の対象とならないため、各プログラム（四季をまるごとｅｃｏス
クール、昆虫と友だちになろう、森であそぼう、春を楽しもう）以外の活動への参加での事故やケガについては自
己責任でお願いします。（ご自身の加入している損害保険での対応をお願いします） 5 

 

四季をまる
ごと体験ｅｃ

ｏスクール

昆虫と友だ

ちになろう

森であそぼ

う
春を楽しもう

森林と水辺

の体験型環

境学習の森
づくり活動

森の学舎整
備（ビオトー

プを含む）

事業

部門計
管理部門 合計

Ⅰ経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 -- -- -- -- -- -- -- 63,000 63,000

賛助会員受取会費 -- -- -- -- -- -- -- 11,000 11,000

２．受取寄附金

受取寄附金 -- -- -- -- -- -- -- 124,000 124,000

３．受取助成金等

受取助成金 471,000 65,000 80,000 67,000 233,000 0 916,000 -- 916,000

４．事業収益

自主事業収益 100,000 15,000 18,000 14,000 0 0 147,000 0 147,000

５．その他収益

雑収入 -- -- -- -- -- -- 10 10

経常収益計 571,000 80,000 98,000 81,000 233,000 0 1,063,000 198,010 1,261,010

Ⅱ　経常費用

(1)人件費

賃金 191,000 18,000 34,000 28,000 0 0 271,000 0 271,000

人件費計 191,000 18,000 34,000 28,000 0 0 271,000 0 271,000

(2)その他経費

修繕費 -- -- -- -- -- -- -- 0 0

諸謝金 5,060 21,000 0 5,000 62,500 93,560 -- 93,560

印刷製本費 39,010 0 0 0 0 0 39,010 -- 39,010

Webページ運営費 -- -- -- -- 15,000 -- 15,000 -- 15,000

旅費交通費 127,300 24,600 17,200 15,200 4,000 0 188,300 8,000 196,300

通信運搬費 2,030 3,900 0 0 0 0 5,930 45,000 50,930

消耗品費 214,000 17,800 44,200 32,800 142,250 10,000 461,050 17,000 478,050

諸会費 -- -- -- -- -- -- -- 3,000 3,000

会議費 -- -- -- -- -- -- -- 4,000 4,000

研修費 -- -- -- -- -- -- -- 10,000

損害保険料 16,200 1,260 1,860 1,920 10,000 0 31,240 0 31,240

租税公課 -- -- -- -- -- -- 0 200 200

施設管理費 -- -- -- -- -- -- -- 160,000 160,000

雑費 -- -- -- -- -- -- 0 1,000 1,000

減価償却費 -- -- -- -- -- -- -- 2,530 2,530

その他経費計 403,600 68,560 63,260 54,920 233,750 10,000 834,090 250,730 1,084,820

経常費用計 594,600 86,560 97,260 82,920 233,750 10,000 1,105,090 250,730 1,355,820

当期経常増減額 △ 23,600 △ 6,560 740 △ 1,920 △ 750 △ 10,000 △ 42,090 △ 52,720 △ 94,810

※ボランティア受入評価益とボランティア評価費用については、活動計画書には反映させませんが活動計算書（決算報告）では計上させます。

科　目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局/森の学舎：宮崎県東臼杵郡門川町大字川内字イカダ場 3412番地 1 

TEL 0982-63-0009 携帯：080-2696-5180 

http://www.kodomonomori.info 

info20@kodomonomori.info 

facebook https://www.facebook.com/npo.kodomonomori 

協働創出市サイト http://kyoudou.info 

 

 


